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ハイゼックスという袋に米と

水を入れ特殊な釜で炊く装置

で、災害発生時に活用されて

います。 
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戸沢・石田坂 
（金山大溜め池の東側～戸沢分館周辺～石田坂分館周辺）、若山のー部（若山バス停前～松野 

ー野坪（石畑、中村、前落などの五農高前駅から北西方面）、漆川の一部（馬性）、一野坪小学校 

東芝前バス通り、漆川浅井（松島町5丁目市営住宅向かいの地域を除く）、 
石岡藤巻、米田、唐笠柳の一部（ドーム裏通り、村崎、寺田精米所通り、二本柳パス停付近） 

川橋そば地蔵
川 

番号 業 社 名 

同白 戸土建（七 ツ 館） 

青 工 建 設 (1 （稲 実） 

号お知目世し 
きようあいろせん 

※狭院路線とは、目安として幅員が3m以下の小型除雪機械による除雪を行う

道路です。この表にあるほか、市直営（除雪対策本部）で除雪を行う地域もあり

ます。 

業者番号 

20 

22  

23 

24 
33 

主な区域および経由地等 地 区 

木交差点への幹線東側） 

平町、松野木花笠（松野木会館西側の通り、上松野木バス停向かい大山砥神社通り、地名が「字有俵」に隣接する通り） 

五所川原広域農道（サンクス福山店横～中泉の神ストアー交差点～五林平交差点）、神山（闇雨龍神社横の通りを除く）、 
野里の一部（長橋溜池向かい～ことぶき造園十字路～野里集会所、国道101沿い乳井商店横）、豊成 

長 橋 浅井のー部（民宿どんどん前の通り、浅井分館前） 

境山、浅井～野里（農協野菜出荷施設裏通り～金星パチンコ駐車場横～野里集会所～高橋酒店角～野里不燃物埋立地） 

野里奥野、持ノ沢溜池の西側、野里野岸、福山広富、福山広富～神山野岸への通リ（卿櫛引工業所第2資材置き場前～福 
山コミユニティ消防センター～美秀園横）、野里牧原の一部（赤帽横から西方向の道路）、 
神山野岸、神山鶏野（長橋支所となり闇雨龍神社横～育苗センター通り）、豊成田子ノ浦（青森東日流農産横西側）、 
長橋支所、農産物加工センター、長橋小学校、つつじケ丘ふれあいハウス 

32 

22 

7 

12 

13 

14 

漆川工業団地（日立周辺、金山地区の工業団地） 

吹畑藤巻（北地方農林水産事務所（旧！北農村整備事務所）と東芝駐車場周辺）、漆川浅井（松島5丁目市営住宅向かいの地域）、 
袖掛（脚三和電工向かい側）、鍋懸、太刀打早蕨（国道339号より南側） 

イトーョーカドー付近（国合同庁舎角から東西、南北方向への道路） 松 島 

離撃慧難新Jj 雛黛 -縫と嘉習設-J1)タウン）、唐笠柳村崎（ノ、晃園となり住宅地）、 
水野尾～富析～松野木福泉（水野尾バス停向かい～富耕橋～福岡西口バス停～・福岡東口屯所裏通り） 

15 

太刀打常盤‘麻ノ葉・柳川（桃崎パス停と高杉建設の周辺）、一野坪馬繋場のー部（一野坪小学校向かいー野坪ニユータウン） 25 

想胃響麟綴今駒讐l、ニティ消防センターから三屋口バス停そば交差点までの西イ則） 29 
金山、川代田と悪戸橋～コミセン松島～かいどうふれあいハウス～葬斎園～若山バス停までの幹線 30 
飯詰と下岩崎の一部（県道五所川原・金木線の東ィ貝サ、飯詰小周辺）、飯詰支所、飯詰小学校、飯詰浄水場 17 

飯 詰 飯詰と下岩崎のー部（県道五所川原・金木線の西側） 27 
興隆（坂ノ上集会所～朝日沢田バス停そば交差点～おけさ沼方面） 叩 

5 毘 沙 門 毘沙門・長富、毘沙門～共栄間（大泊溜池の北側と南側の通り）、毘沙門支所、毘沙門小学校、農業センター 

藻川、藻川地区集落排水センターそばから南東へ延びる藻川幹線、藻川コミユニティ消防センター 9 
好 

鶴ケ岡、鎌田、川袋、高瀬、中央クリーンセンター、三好小学校、三好支所、高瀬集会所駐車場、三好診療所 11 

4 

8 
11 

川山、種井、鶴ケ岡福田（勝
コミユニティーセンター中 

堂より北側）、新津軽大橋～浄化セ ンター手前までの道路、種井橋通り、 
三好‘中川の―部

中 
桜田鴻ノ巣（国道339号より西側）、沖飯詰、帯刀と男鹿の一部（沖飯詰小学校の裏手を囲む道路と、稲荷神社前と田口板金付近） 

田川、田川集会所 

番号 業 	社 	名 電話番号 

18 エ ム ケー資材（漆川） 28-2880 
19 掬花 田 建設（上平井） 35-1805 
20 ( 小田桐工務店（漆川） 38一5211 
21 脚小 田 桐 建設（広 田） 35一2684 
22 同小野水道工業所（一野坪） 35-7215 
23 ( 	工藤 由 建設（豊成） 29-2460 
24 ( 	白 勝建設（七 ッ 館） 28一3106 
25 有笠井工務店（沖飯詰） 36一3009 
26 同五所川原総業（小曲） 34-6241 
27 有 柴 田 産 業（飯 詰） 37一3331 
28 ( 	工 藤 興 業（米 田） 35一1881 
29 有 西 北 舗 装（柳 町） 34-2633 
30 ( 小枝設備工業（みど‘J 町） 34-8230 
31 同七和土木工業（高野） 29-2263 
32 ( 	美 秀 園 （ 神 山 ） 29一3682 
33 ( 	丸 清 起 業（豊 成） 29-3777 
34 有三和園芸土木（七ッ館） 28-2846 

電話番号 

卿東北冷暖設備工業（唐笠柳） 1 35一9411 
有 伊 藤 組 （ 飯 詰 ） 2 39一7030 
梅 沢 工 業 （ 中 泉 ） 3 28一3256 
脚
 

外
 

崎
 

建
 

く
 

橋
 

、
ノ
 

設
 

4 長
 

36一3253 
江良産業翻（毘 沙 門） 5 36一2503 
有東北開発工業（川端町） 6 34一5033 
卿寺栄建設（松 島 町） 7 34一4756 
同笠井興 業（沖 飯詰） 36一3111 8 
佐 藤 工 業 所（藻 川） 9 36一2448 
同 相 五 土 木（広 田） 10 35一0988 
有 棲 井 建 材（長 富） 36-3719 11 
(4) 外崎配管設備（鳥森） 35-9816 12 
笠 井 建 設（松 島 町） 35一5757 13 

28-2840 14 
34一9231 15 

脚 坂 本 光 組（飯 詰） 37-3737 16 
(1 坂 本 興 業（飯 詰） 37一3341 17 
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昨年度に引き続き、各地区の除雪について委託業者をお知らせいたします。 

このことにより、市民の皆さん・市・委託業者の3者が協調して効率的に雪対策へ取組むことが期待できます。 

また、除排雪の出動については、道路パトロールや降雪量、降雪予報をもとに除排雪対策本部が委託業者へ出動 

の指示を出すことになっております。 

地 区 主な区域および経由地等 業者番号 

全域の幹線 

こめ米口ード（悪戸橋付近～国道339号交差点）、四中通リ（沖飯詰国道339号交差点～四中前～藤兵衝橋γ飯塚 

宅角）、五農通り～若山幹線（(1 徳田産業角～経営コンサル夕ントなるみ交差点～飯詰十文字バス停～興隆橋～若 
山バス停～若山分館～松野木長尾商店交差点）、 
玉清水牧場（スキー場まで）、県立少年自然の家（少年自然の家入り口交差点から）、 
第四中学校、松が丘ふれあいハウス 

16 

若 	葉 
若葉（パス通りを除く）、新宮岡田（五小東側の県営新宮団地そば住宅地）、 
長橋広野の一部（県営新宮団地通路、市浄化セン夕一周辺）、五所川原小学校 

1 

松 島 町 
松島町（1丁目から3丁目、4-8丁目のバス通り） 7 
松島町（4丁目～8丁目のバス通り以外）、西北中央病院官舎、第一中学校、中央小学校、給食センタ― 13 

みどり町 
みどり町（1・2・3・4.7・8丁目）、第三中学校、汚水処理場 21 
みどり町6丁目、やなぎぬま公園～広田神明宮向かいまでのバス通り、8丁目の一部（バス通りから1本北側の道路） 14 

小 	曲 小曲、農村婦人の家 26 

市中心部 

新宮町、新宮、芭蕉、蘇鉄（JR線路より北側）、新宮集会所 16 
雛田、下平井町、十川団地（国道339号と津鉄の線路、プラザマリュウ・エルム通りと十川橋交差点～十川駅そば踏
切に囲まれる地域） 

25 

くるみ園、オルテンシア、浄化センター 6 
幾世森、下平井町の一部（国道339号沿い北側で、第2さっき保育園より旧十川までの区域）、末広町の一部（聖心幼
稚園付近）雛田・五月町、ほか市中心部の狭随路線、しきしまコミュニテイセン夕― 

12 

蓮沼、不魚住、元町（野球場～第一高校交差点の通り沿いで土手側の地域、南小学校そば警察官舎向かい側2本の道路～ 
コ―ポミナミ角～富士見市営住宅～市民体育館裏～貴久屋横）、 
田町（サンル一トパテイオ横から南小学校まで、五所川原電装の裏通り）、 
栄町（トョ夕自動車横から裏の通り、住友生命栄支部前の通リ）、水道事業所、南小学校、体育館、図書館、資料館 

19 

柳町、岩木町、寺町、錦町、幾島町、柏原町のー部（西北温泉前の通り）、 
中平井町のー部（五所川原高校前通り）、上平井町の一部（五所川原高校向かい山口水道横の通り）、 
新町の一部（新町集会所横の一方通行） 

17 

鎌谷町、ーッ谷（鎌谷町・東北電力変電所前の県道北側で津鉄線路とプラザマリュウ・エルム通りに囲まれる区域）、 
地域職業訓練センター 

28 

長橋橋元（I日五小跡の住宅地）、職安横」R線路沿い、旭町、上平井町の一部（NIT裏通り）、 
雛田の一部（山本耳鼻科正面と裏手の一方通行、成田接骨院前通り） 
下り枝・烏森・吹畑藤巻の一部（しまむら～神明宮～( 青和設計そば交差点までの通り沿いで旧十川までの区域）、 
鎌谷防災センタ一、中央コミュニテイセンタ― 

29 

下り枝のー部（エルム大橋通りとはるにれ橋通りの間でプラザマリュウ・エルム通りから旧＋川までの区域） 10 
ハ重菊と下り枝と鳥森の各一部（田町郵便局前通りから北側が東北電力変電所前の県道までで、JR線路とプラザ 
7 IJュウ・エルム通りに囲まれる区域）、鎌谷町と一ッ谷の一部（プラザマリュウ・工ルム通りより東側）、ーッ谷橋 8 

下リ枝、ハ重菊、（モ一夕一スク一ルから北側が田町郵便局通りまで、プラザマリュウ‘エルム通リと」P線路に囲まれる区域） 2 

栄
  

湊千鳥の一部（モ一夕一スク一ルから南側が湊川まで、プラザマリュウ・エルム通りと国道101号に囲まれる区域。 
市営干鳥団地周辺、平山建設周辺） 
姥落桜木の一部（青森綜合警備保障脚周辺） 

2 

湊千鳥の一部（湊大橋側道、北五建設会館の通り、旧平山家南側正面、宮崎古物店前の通り）、 
湊船越の一部（理容KAMl時代横から土手まで）、 19 

姥落桜木・湊船越の一部（森羽段ボ一ルと脚エムス前の通り～栄橋～猫測、三ッ谷、大巻踏切通り、姥蒐高架橋（花菖蒲橋）横、 
姥落船橋（国道101号みどり橋そば文化シャッ夕ー醐五所川原出張所付近） 18 

稲実米崎、湊千鳥（プラザマリュウ・工ルム通り沿いの東側で旧十川までの問、青森マッダ自動車より南側の区域・大川団地）、 
姥落桜木・船橋（ダイ工 五所川原店付近、第ー船橋町内会、国道101号みどり橋付近 栄小学校側）、栄小学校 

10 

姥蒐船橋の一部（はるにれ住宅団地、二ュ一夕ウンエルム、栄小学校前I字路交差点までの道路）、 
サンビレッジ五所川原、っがる克雪ド―ム 14 

稲実（稲実バス停周辺）、開野（中央公民館稲実分館横を入った住宅地と周辺） 15 
七ッ館虫流、稲実稲葉、広田榊森の広田堰より東側住宅地（光が丘二ュ一タウン第4、ひがし光が丘ニュ一夕ウン、 
みなみ広田団地）、広田柳沼のー部（昭和二ット脚となりニュ一タウン広田、トョペット翻五所川原店横～中央水産 
～有一心工業横、有対馬酒店横から宮川歯科クリ二ック裏） 

18 

広田下リ松 3 
広田柳沼の一部（スーパーなりかんを囲む住宅地と囲角弘広田ガソリンス夕ンド横までの通切 6 
広田藤浦、下リ松のー部（十川から国道までの区間、広田橋から」Aごしよがわら市栄支店そば国道101号交差点まで） 
七ッ館鶴ケ沼（梅田橋～三輪小の通りから市内方向の国道と十川間の区域） 21 

七ッ館 虫流・鶴ケ沼・柏枝（国道101号三輪小そばの交差点から学校前の通り、その交差点より青森方面）、三輪小学校 24 
稲実米崎・稲葉、広田榊森の各一部 

（光ケ丘団地・広平二ュ一夕ウン・脚山田エ務店周辺など、ス一パ一なりかん前通りの東側から広田堰までの国道 101号より北側の住宅地） 
34 

梅 	沢 
梅田、中泉、広田橋南側～梅田の通リ（広田橋の南側～専念寺～梅田保育園）、梅沢支所、集落排水処理施設 3 
梅田福浦の一部（国道101号沿い脚NCアパレルとなり南みっわ団地） 24 

七 	和 

高野、前田野目 長峰・村中川~崎‘桜ケ峰、持子沢、県道～あかね荘まで 33 
前田野目野脇、犬走の一部（前田野目バス停周辺）、俵元～高野までの狭陸路線、狼野長根公園駐車場、前田野目公民館 31 
俵元、原子、羽野木沢、持子沢笠野前の一部（東高校周辺、持子沢コミュ二テイ消防セン夕一より南側）、七和支所、 
羽野木沢小学校、公民館原子分館、第二中学校、俵元加エセン夕― 23 
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今年も市では、全力をあげて除排雪作業に取り組んでまいりますが、効率的な作業を行うため

に市民皆さんのご協力が必要です。雪の除排雪作業にお困りの方はご連絡ください。 

／ス、Hーこエ」で＋可立→ー I、ハ II‘→＋→ トーII 一 界護福祉課高齢福祉係一、“、 
災どノエノロ×j反ノI' LA"I'ノン’ン 、ー~ TEL35-21 11（内線275) ⑥生活支援ホームヘルプサ 

道路の区分によりお問い合わせください 
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市では、在宅のひとり暮らし高齢者等

が自立した生活を維持していくために、 

有償の「雪片付け支援事業」 を行ってい

ます。 

◇事業対象者 市内に居住する概ね65歳

以上で、自立した生活を維持していく 

ー ために支援が必要な、ひとり暮らし高 

’ 齢者等 

◇事業内容 玄関周り等の雪片付け

※作業は、市が委託した（社）五所川原 

市シルバー人材センターの会員が行い 

ます。 

◇利用者負担 30分以上1時間まで250円 

1時間30分まで400円 

以下30分ごとに100円加算 

■申し込み先 

名 電話番号 担当地区及び区域 

青山荘在宅介護支援センター 35-5225 
飯詰地区、長橋地区（戸沢・松野
木・神山）、松島地区（太刀打、 
野坪、水野尾を除く） 

あかね在宅介護支援センター 29-3532 七和地区、長橋地区（豊成） 

白生会在宅介護支援センター 33-3102 五小学区、松島地区（太刀打・
野坪） 

祥光苑在宅介護支援センター 36-3300 三好地区、毘沙門地区、中川地区 

さかえ在宅介護支援センター 38-3000 
松島地区（水野尾）、栄地区（七ッ
館、広田を除く）、長橋地区（浅
井、野里、福山） 

五所川原市社会福祉協議会
在宅介護支援センター 

34-3400 南小学区、一ッ谷 

うめた在宅介護支援センター 28-2829 梅田地区、栄地区（七ッ館、広田） 

⑨（社）五所川原市シルパー人材セソターの除排雪業務 
（社）五所川原市シIレ生押センヲー TE L34-8844き月さ35-2111（内線360) ーノ 

シルバー人材センターでは、会員による有償の雪片付け業務を行っています。  
◇業務内容 玄関周り等の除排雪 ※利用時間、金額など詳細はセンターまでお問い合わせください。排雪  

~ 	 を希望される場合は、別途車代等の負担がかかります。  

排雪した雪の搬入場

所として、今年度も岩

木川右岸（高瀬地区）  

に雪置き場が設置され

ます。  

通路区間は事故が起き

ないよう、最徐行して

ください。  

搬入は、9時から16 
時までです。ご協力を

お願いします。 

車道や歩道の雪で 

困っている時の 

お問い合わせ先 

五所川原市役所 公35-2111 	平成16年12月 1日 4 
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除雪車が通った後、玄関先に雪が寄

せられ「車が出せない」「何とかして欲しい」という

声がよく聞かれます。 

除雪は、通勤・通学のラツシュ時に完了するよう、 

短時間で一斉に行っていますが、玄関や車庫前など

に寄せられた雪を処理することは、現在の機械除雪

では大変困難ですので、残った雪につきましては、 

道路わきに積み上げてくださるよう、市民の皆さん

のご理解とこ協力をお願いします。 

除雪作業の最大の障害となる 

のは路上駐車です。 

たった1台の車両でも、除雪車が入れず除雪でき 

なくなり、近隣一帯の迷惑となることもあります。 

路上駐車は「しない」「させない」でください。 

ナンバー等を確認し、警察ハ、取締を要請します。 

r 除雪の効果がなくなってしま

います。 

押し出された雪や氷により路面に

凹凸ができ、事故のもとになるほか、車が通行する

際の振動発生の原因にもなり、近所に迷惑をかける

原因にもなります。 

忙しい朝の通勤・通学路の確保

と歩行者の安全および作業効率を

考えると、どうしても深夜の出動、作業となります。 

騒音・振動でこ迷惑をお掛けしますが、どうぞ、み

なさんのこ理解をお願いします。 

この他にも、より安全・快滴にする ために 	S 

・路上の鉄板等は撤去しこください。 
車を乗り入れるための鉄板などが置かれていると除雪車が激突し、事故発生の原因になります。 

・ごみ出しはにーにを守っこください。 
無秩序なゴミ出しは、路上散乱など周辺への迷惑になります。指定の日時、場所を守ってください。 

・屋根雪の対策 
道路に面した屋根雪の落雪は、交通の遮断や人命にかかわることがあります。落下防止の措置を講じ

たり、雪おろしをする（歩行者等に十分に注意して下さい）など危険のないようお願いします。 

・物損事故を防ぐために 
物損事故を未然に防ぐため、危険な箇所には標識など目印となるものを設置してください。 

また、道路上に伸びた枝にニル、ても除雪の支障とならないよう、勇定をお願いします。 

I ’作業中の除雪車には3om以内に近寄らないごください。 
I 重機械である除雪車は、前後lOmほどの死角があり、雪に混じった石やガラスが飛び散る場合もあり 

I.ごすので、30m以内には近寄らなりでください。 
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■予算額
ロ収入済額 

2,668 
~ フフ70R fl0 

I 545 ,600 
-2,7 37,326 

.758 - 956 
~ 184.663 I 
~520.393 
J 75,612 
~554,848 

~  218,297 耳 又入済額 9 612,146千 円 収入率 49.5% 
2,148,574 

	  961 ,286 

地方交付税

市税

市債

国庫支出金

県支出金

諸収入

分担金・負担金

地方譲与税他 

歳 

入 

1,983,747 
2,454,075 

2,193,008 

1,744,564 

1,718,315 

514,745 

926,951 

■ 予算額

口支出済額 

3,438,580 

5,375,202 

-856,533 
	1444,384 ~ 

-570,632 
	I 185,480 
-1,053,239 
-1592,750 

支出済額 8,375,501千円 支出率 43.2% 

2,1 39,728 

誉爺 債 の 状 況 
	

（平成 16年9月30日現在） 

( ）内は構成比率 県市町村職員共済組合他 

1,456.364千円 
(4.5%) 

財務省 
10,731,651千円 

(33.2%) 

民生債 
341,448千円 
(1.  1%) 
消防債 

428,792千円 
(1一3%) 

農林水産業債 
1,077.673干円 

(3.3%) 
衛生債 

1,490,011千円 
(4.6%) 

( ）内は構成比率 県市町村職員共 

0)着馴鱒但 295,112千円 	 、”～ノ。 
(0.9%） 	 青森県 

35,600千円 
(0.1%) 

みちのく銀行 
1,161.682千円 

(3.6%) 土木債 
15,214,804千円 
(47.1%) 

青森銀行
乙613 

(2'3 

総務省 
公営企業金融公庫 	4,443,412モ円 
6,842,8.34zFFhi 	(13.8%.)' 

(2 

平成16年度 一般会計歳入歳幽予算の執行状況 	（平成 16年9月30日現在） 

歳入歳出予算額 19,404,148千円（平成15年度繰越分122,026千円含） 

民生費

公債費

土木費 

歳 	総務費 
衛生費 

出 	教育費 
消防費 

農林水産業費

商工費他 

平成16年度特別会討歳入歳出予算の執行状況 

 

（平成16年9月30日現在） 

 

会 計 区 分 予算現在額（千円） 収入済額（千円） 収入率（%) 支出済額（千円） 支出率（%) 
国民健康保険事業勘定特別会計 5,444,091 1,858,314 34.1 2,327,212 42.7 
老 人 保 健 特 別 会 計 3,738,287 1,549,950 41.5 1,572,348 42.1 
介 護 保 険 特 別 会 計 3,039,761 1,176,899 38.7 1,317,589 43.3 
高等看護学院特別会計 80,045 3,901 49 35,484 44.3 
下水道 事 業特 別 会計 1,577,135 418,151 26.5 631,531 40.0 
農業集落排水事業特別会計 59,837 4,635 7.7 26,598 44.5 
公共用地先行取得事業特別会計 124,548 0 0.0 104,297 83.7 

五所川原市役所 公35- 2111 	平成16年12月 1日 6 



固定資産税 

1,933,237千円 

(1,509,060千円 
78.1%) 市税総額 

4033,147千円 

(2,668,824千円 

66.2%) 

市民税 
1,492,398千円 
(795.698千円 

53.3%) 

たばこ税 
425,095千円 
(215,023千円 

50.6%) 

軽自動車税他 81,507千円 
(81.411千円 99.9%) 

／都市計画税 100.9 10千円 
	ぐこ、～ (67.632干円 67.0%) 

市有財産の状況 	（平成 16年9月30日現在） 

土 	 地 4,391,681.83 	m 
うち山林 191,246.00 	m2 

建 	 物 263,869.83 	m2 
有 	価 	証 	券 316,652千円 

出 資 	に 	よ 	る 	権 利 368,194千円 

自 	 動 	 車 154 	台 

債 	 権 313,699千円 

五所川原市財政調整基金 224,983千円 

五所川原市特別導入事業基金 626千円 

特定農山村地域市町村活動支援事業基金 0千円 

国民健康保険財政調整基金 168,975千円 

五所川原市介護円滑導入収納対策基金 17,380千円 

五 所 川 原 市 減 債 基 金 9,717千円 

公 共 施 設 等 整 備 基 金 418,169千円 

五所川原市地域福祉基金 312,708千円 

芸 術 文 化 振 興 等 基 金 5,608千円 

五所川原市介護保険財政調整基金 82,115千円 

動 	 物（牛） 27 頭 

市税の負担状況留.16w30W見在） 

( ）内は収入済額と収入率 

―時債入金残高Qi犬況レ磐i』灘難別会艶り 

月（末） 金 	 額 

4 0千円 

5 0千円 
6 0千円 

【I
  

0千円 

8 0千円 
9 0千円 

平成15年度一般会謝歳入歳幽I携の状況（見込み） 
平成15年度一般会計の収入額は、前年度に比べて7.5％増、支出額は前年度に比べて （平成14年度繰越分280,353千円含） 
Z7％の増となっています。差引剰余金は、285,735千円ですが、翌年度に繰り越し 
た財源が2,228千円含まれていますので、実質283,507千円となっています。 	 I単付・干円、 

歳入区分 
最終予算額 

A 
収入額 

B 
差 	引 
B-A 

歳出区分 
最終予算額 

A 
支
 
出

額

B
  

差 	引 
B ー一 A 

市 	 税 4,030,407 4,051,260 20,853 議 	会 	費 224,637 218,431 △6,206 
地 方 譲 与 税 193,778 193,778 0 総 	務 	費 5,642,330 5,570,167 △72,163 
利子割交付金 30,278 30,278 0 民 	生 	費 5,253,423 5,231,946 △21,477 
地方消費税交付金 440,629 440,629 0 衛 	生 	費 1,771,947 1,752,801 △19,146 
特別地方消費税交付金 0 0 0 労 	働 	費 133,047 128,342 △4,705 
自動車取得税交付金 76,470 76,470 0 農林水産業費 669,036 658,343 Ld0,693 
地方特例交付金 133,957 133,957 0 商 	工 	費 539,259 528,634 △10,625 
地 方 交 付 税 6,588,577 6,588,577 0 土 	木 	費 2,936,690 2,762,590 乙u74,100 
交通安全対策特別交付金 9,181 9,181 0 消 	防 	費 838,851 838,293 L558 
分担金及び負担金 530,438 531,860 1,422 教 	育 	費 1,661,873 1,615,536 △46,337 
使用料及び手数料 284,140 299,080 14,940 災 害 復~日 費 100,973 90,623 L 10,350 
国 庫 支 出 金 2,941,828 2,900,180 △41,648 公 	債 	費 2,733,437 2,729,351 △4,086 
県 支 出 金 924,848 912,502 Ld2,346 諸 支 出 金 50,544 48,697 A1,847 
財 産 収 入 112,616 116,021 3,405 予 	備 	費 9,144 0 A9,144 
寄 	附 	金 23,168 23,170 2 
繰 	入 	金 367,918 367,918 0 
繰 	越 	金 137,347 137,347 0 
諸 	収 	入 824,911 820,181 L4,730 
市 	 債 4,912,700 4,827,100 △85,600 
合 	 計 22,563,191 22,459,489 △103,702 合 	 計 22,565,191 22,173,754 △391 ,437 

平成ii5年度特別会討歳入歳出決算の状況（見込み） 

会 	計 	区 	分 収入済額（千円） 支出済額（千円） 

国民健康保険事業勘定特別会計 5,446,783 5,354,309 
老 人 保 健 特 別 会 計 3,876,170 3,809,267 
介 護 保 険 特 別 会 計 3,064,264 3,001,057 
高 等 看 護 学 院 特 別 会 計 72,695 72,695 
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,663,465 1,663,465 
農 業 集 落排水事 業特 別 会計 58,310 58,291 
公共用地先行取得事業特別会計 133,547 133,547 

7 	平成16年12月 1日 五所川原市役所 公35-2111 
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潟
県
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震
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災
者
へ
の
 

義
援
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集
ま
る
 

十
月
二
十
三
日
タ
刻
に
発
生
し
震
度
 

7
を
記
録
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ

り
、
建
物
の
倒
壊
を
は
じ
め
交
通
網
や

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
切
断
さ
れ
る
な
ど
甚

大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
 

市
で
は
被
災
者
を
少
し
で
も
支
援
す

べ
く
、
市
役
所
二
階
に
義
援
金
箱
を
設

置
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
来
庁
者
の
皆

様
か
ら
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
十
一
月
八
日
に
は
、
五
所
川

原
市
消
防
団
団
員
六
百
九
十
三
人
か
ら

十
三
万
八
千
六
百
円
の
義
援
金
が
寄
せ

ら
れ
、
前
田
清
勝
消
防
団
長
が

「被
災

地
復
興
の
一
助
に
な
れ
ば
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

心
を
込
め

育
て
た
シ
ク
ラ
メ
ン
 

五
農
ゆ
う
ば
つ

く
を
全
国
へ
発

送
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
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五
所
川
原
農
林
高
等
学
校

（川
浪
佑

攻
校
長
）
で
は
十
一
月
十
九
日
、
生
物

工
学
科
の
生
徒
が
育
て
た
シ
ク
ラ
メ
ン

を
二
鉢
ず
つ
箱
詰
め
し
、
三
百
十
三
箱

が
 
「五
農
ゆ
う
ぱ
っ
く
」
と
し
て
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
全
国
各
地

に
向
け
発
送
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
五
年
前
か
ら
、
お
米
、
り

ん
ご
、
ジ
ャ
ム
を
詰
め
合
わ
せ
た
 
「五

農
ゆ
う
ぱ
っ
く
」
を
発
送
し
て
い
ま
す

が
、
シ
ク
ラ
メ
ン
を
企
画
し
た
の
は
今
 
 年

が
初
め
て
で
す
。
 

同
校
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、
生

物
工
学
科
三
年
生
で
農
業
ク
ラ
ブ
会
長

の
田
村
祐
人
君
が
、「心
を
込
め
て
育
て

た
シ
ク
ラ
メ
ン
が
、
買
っ
て
い
た
だ
い

た
方
の
家
庭
に
笑
顔
を
、
そ
し
て
暮
ら

し
に
潤
い
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
」
 
と
挨拶
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
 

「
五
農
ゆ
う
ぱ
っ
く
」
を
乗
せ
た
ト
ラ

ッ
ク
が
出
発
し
、
生
徒
や
職
員
約
百
人

が
拍
手
で
こ
れ
を
見
送
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
の
 

努
力
と
功
績
を
表
彰
 

農
業
委
員
の
舘
山
清
志
氏
と
奈
良
岡
教
蔵
氏
 

十
一
月
十
八
日
、
弘
前
市
民
会
館
で

第
四
十
八
回
青
森
県
農
業
委
員
大
会
が

行
わ
れ
、
本
市
農
業
委
員
の
舘
山
清
志

氏
、
奈
良
岡
教
蔵
氏
が
青
森
県
農
業
会

議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

青
森
県
農
業
会
議
会

長
賞
 

永
年
勤
続
農
業
委
員
 

舘
山
 

清
志

氏
（
6
7歳
）
種
井
 

二
十
年
の
永
き
に
わ
た
り
農
業
委
員

と
し
て
活
躍
、
地
域
農
業
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
た
。
 

五
十
周
年
の
 

節
目
を
お
祝
い
 

五
所
川
原
市
連
合
P
T
A
 

十

一
月
十
九
日
、
五
所
川
原
市
連
合
 

P
T
A
の
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
が

オ
ル
テ
ン
シ
ア
で
開
催
さ
れ
、
出
席
し

た
関
係
者
約
三
百
五
十
人
が
節
目
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
野
呂
康
徳
会
長
が
 「子
ど

も
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
わ
っ
て
き
て

い
る
が
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が

一
丸
に
な
っ
て
子
ど
も
を
守
る
た
め
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
 

と
式
辞
を
述
べ
た
後
、
歴
代
会
長
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
歴
代
会
長
で
も
あ
る
野
木
保

育
園
理
事
長
の
坂
崎
隆
浩
さ
ん
に
よ
る
 

「三
位
一
体
と
地
方
の
教
育
の
在
り
方
」
 

と
題
し
た
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

農
政
功
労
農
業
委
員
 

奈
良
岡

教
蔵
氏
（

6
1歳
）
稲
実

農
地
流
動
化
を
推
進
し
大
規
模
農
家

育
成
に
尽
力
し
、
農
業
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
。
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TEL 35-2138 青森農政事務所地域第三課 

牛と牛肉の個別認識が

強化されこ、白分の買

った牛肉の生産流通履

歴がインターネットご

分かるようになったん

だよ。 

国内で生れたすべての牛と生体で輸入された牛に10桁の

個体識別番号が印字された耳標が装着されます。 

個体識別番号によってその牛の性別や種別、肥育地など、 

出生からとさつされるまでの情報がデータベースに記録さ

れます。 

●商品ラベルの表示 

国産鳳毛和牛サーロインステーキ用 

8ラソプ PE 
消’麟’ 	個体識別番号 

00.0.00 	1234567890 

廿』槻期I 什界器 00000 04lPl 
,隷豊搬致畏留00lOGO 4t 

価 格‘円】 

牛の出生から消費者に供給されるまでの間の追跡・遡及、 

すなわちトレーサビIJ ティが可能となります。（購入した牛

肉に表示されている個体識別番号により、インターネツトを

通じて牛の生産履歴を調べることができるようになります） 

パソコンからhttp : //www. nlbc. go.jpノ 

携帯電話からhttp ノノwww.ip.nlbc.go.jp/mobileノ 

その牛がとさつされ、流通してい

く過程で、取引に関わる販売業者

などにより、個体識別番号が表示

され、仕入れの相手

先などが帳簿に記

録・保存されます。 

「
牛
の
個
体
識
別
の

た
め
の
情
報
の

管
理
及
び
伝
達
に
関
す

る
特

別
措
置
法

」
が
流
通
段
階
で
も
施
行
さ
れ
、

国
産
牛
肉
（
精
肉
）
 

を
販
売
し

た
り
、
特
定
料
理
（
焼

肉
・
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ

・
す
き
焼

き
・
ス
テ
ー
キ
）
を

主
と
し

て
提
供
す

る
業
者
は
、

牛
の
個
体
識

別
番
号
を
表
示
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
輸
入
牛
肉
、

内

臓
肉
に
つ
い

て
は
表
示
の
対
象
外
で
す
。
 

／
ー
 、面

⑧
飼
か
⑤
国
如
⑨
如
一
 

落
葉
と
と
も
に

終
わ
っ

た
 

図
書
館
「
読
書

週
間

」
ー
 

図書館利用時間／火～金曜日 9 時30分～18時 
土・日曜日 9 時30分～17時 

12 月の休館日／毎週月曜日と16日困、23日（村
年末年始休館日／12月28日因-1月 4 日因 
お は な し 会／テーマ「とり」 

12月18日団 13時30分～14時30分 

こ

案
内
 

30研iレ心戸” 

色
彩
鮮
や
か
だ
っ
た
菊
ケ
丘
運
動
公
園
の
紅
葉
が
す
っ

か
り
落
葉
し
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
「
読
書
の
秋
」
も
終
わ

り
を
告
げ
ま
し
た
。
 

図
書
館
の
読
書
週
間
に
は
大
勢
の
方
々
に
ご
来
館
い
た

だ
き
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様

か
ら
善
意
で
い
た
だ
い
た
「本
」
の
う
ち
二
千
百
冊
余
り
が
、
 

再
び
本
好
き
の
方
に
渡
り
本
望
か
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
画
家
の
「
山
谷
芳
弘
特
別
展
」
に
も
多
く
の
方

が
お
運
び
い
た
だ
き
津
軽
の
色
彩
を
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で

す
。
 

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
読
書
に
親
し
め
る
催
し

物
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
館
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。
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5
ど
う
も
あ
り
がと
う
ご
ざ
い
ま
した
5
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
財
団
法
人
煎
茶
道
方
円
流
渋
谷
社
中
 

（
渋
谷藤
園
代
表
）H
一
一万
五
百
九
十
 

九
円
（
チ
ャリ
テ
ィ
ー
茶
会
の
益
金
）
。
 

〇
原
子
歴
史
を
語
る
会
（
阿
部
昭
三
代

表
）
H

一
万
円
。
 

⑥
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
五
所
川
原
市
女
性
ス
ポ
ー
ッ
協
議
会
 

（
山内
政
代
表
）
H
訪
間
（
踊
り
、果

物
）
。
 

⑨
市
芸
術
文
化
振
興
等
基
金
へ
 

〇
五
所
川
原
歌
の
親
和
会

（
奈良

一
雄

会
長
）
H

三
万
五
千
七
百
五
十
三
円
。
 

〇
昭
和
パ
ー
ル
会
（
外
崎
勲
会
長
）
H
 

十
万
円
（
創
立
3
0周
年
記
念
事
業
と

し
て
）
。
 

魯 



市
民
課
か
一賜
 

お
知
ら
せ
 

講
演
会
の
お
知
ら
せ
 

北
辰
大
学
企
画

・
市
民
講
座
 

生
涯

学
習
課
 

内
線

5
5
7
 

ス
フ月
の
相
談
日
】
 

各
種
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑨
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
2月
1
4日
因
・
2
8日
因
 

1
0時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
員
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

行
政
な
ど
（
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

1
2月
9
日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

1
2月
2
2日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

〇
税
金
の
相
談
 

税
務
課
 
内
線
4
 つ」
（b
 

相
続
税
・
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
2月
8
日
困
 
9
時
3
0分

、
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 

⑨
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

買

3
4)
21
0
8
献
（3
4)
7
51
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
つ
、
家
庭

や
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か

ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
お
年
寄
り
の
痴

呆
や
介
護
の
問
題
な
ど
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
2月
1
0日

国
、
2
8日
因
  
1
3、
1
4時
 

平
成

1
7年
新
年

名
刺
交
換
会

総
務
課
 

内
線

4
0
2
 

●

1
7年
1
月
1
日
田
 
1
1時
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
2
階
 

◇
会
費
 
3
0
0
0円
 

（申
し
込
み
と
同
時
に
納
入
を
お
願
 

い
し
ま
す
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
2月
2
0日
の
 

◇
申
込
先
 
市
総
務
課
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
市
、
五
所
川
原
商
 

工
会
議
所
、
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
業
 

協
同
組
合
 

市
民
課
窓
ロ
「
1
2月
4
日
の

土
曜
開
庁
」
業
務
は
休
止

い
た
し
ま
す
 

毎
週
土
曜
日

（
午前
中
）
市
民
課
窓

口
業
務

（
一部
）
の
取
扱
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
1
2月
4
日
は
電
算
シ
ス
テ
ム

の
入
れ
替
え
作
業
の
た
め
住
民
票

・
印

鑑
登
録
証
明
書
等
の
交
付
を
休
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
い
た
しま
す
。
 

証
明
書
等
の
交
付
が
 

変
わ
り
ま
す
 

住
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
入

れ
替
え
に
よ
り
、
1
2月
6
日
卿
か
ら
次

の
と
お
り
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
及
び

転
出
証
明
書等
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す
。
 

①
B
4
か
ら
A
4
サ
イ
ズ
へ
変
更
 

②
改
ざ
ん
防
止
紙
を
使
用
 

③
公
印
が
電
子
公
印
に
変
更
 

④
住
民
票
の
一
部
交
付
に
つ
い
て
変
更
 

（例
、こ
れ
ま
で
は
世
帯
全
員
分
と
し

て
「
謄
本
」
を
、
一
人
分と
し
て
「抄

本
」
を
交
付
し
て
い
ま
し
が
、
妻
と

子
な
ど
2
人
分
に
つ
い
て
も
「抄
本
」
 

の
交
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
一
件
 

3
0
0
円
）
 

青
森
県
民
の
寿
命
の
特
徴
は
、
男
女

と
も
全
国
最
下
位
、
特
に
男
性
の
寿
命

が
飛
び
ぬ
け
て
短
い
こ
と
です
。
何
故

？
講
演
で
生
活
習
慣
病
の
特
徴
を知
り
、
 

生
活
改
善
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
 

●

1
2月
1
3日
囲
 
1
3時
3
0分

、
1
5時

中
央
公
民
館

1
階
大
ホ
ー
ル
 

◇
演
題
／
講
師
「
生
活
習
慣
病
を
考
え

る
」
、
と
く
に
青
森
県
民
の
短
命
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
 
弘
前
大
学

・

医
学
部
教
授
中
路
重
之
氏
 

◇
対
象
者
 
市
内在
住
の
方
 

◇
定
員
 
2
5
0
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
生
涯
学
習
課
へ
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

街
頭
募
金
の
こ

報
告
 

岡
五
所

川
原
青

年
会
議

所
 

公
（
3
5)
4
0
4
9
 

1
0月
3
1日
、
エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
新
潟
県
中
越
地
震

及
び
台
風
2
3号
被
災
者
（
の
街頭
募
金

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
募
金

が
集
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
 

募
金
総
額
一
一
十
一
万六
千
百
五
十
九

円
は
、
囲
日
本
青
年
会議
所
を
通
じ
て

当
面
の
器
材
調
達
や
活
動
資
金
の
ほ
か
、
 

今
後
の
被
災
地
の
一
〒
ズ
に
合
っ
た
継

続
的
な
取
り
組
み
の
た
め
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

再
就
職
を
目
指
す
 

中
高
年
の
あ
な
た
へ
 

フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
 

0
1
2
0
（
切
）0
3
ー
 

月

5
金
曜
日
 

9
時

5
1
7
時
 

青
森
県
（
労
政
・
能力
開
発
課
）
が

主
催
す
る
中
高
年
求
職
者
向
け
の
個
別

相
談
会
と
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
 

お
気
怪
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

あ
な
た
の
求
職
活
動
を
応
援

も
ち
ろ
ん
無
料
ご
す
？
一
 

ス
テ
ッ
プ
1
 

〈
再就
職
実
現
の
た
め
の
個
別
相
談
〉
 

毎
週
木
曜
日
（
た
だ
し
、祝
祭
日
と
 

年
末
年
始
を
除
く
）
9
時
、
1
7時
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
 

ス
テ
ッ
プ
2
 

〈
能
力
開発
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
〉
 

・

再
就
職
ス
ク
ー
ル
（
履
歴
書や
職
務

経
歴
書
の
改
善
、面
接
訓
練
な
ど
）
 

・

テ
ー
マ
別
セ
ミ
ナー
（
パ
ソ
コ
ン
教

室
、
接
遇
マ
ナ
ー
な
ど
）
 

・

職
場
体
験
（
試
行
実
務
体
験
）
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自薦他薦は問いません。以下の要件に該当す

ると思われる方（団体）について推薦をお願い

します。 
募集し てい ます 

I,成16議市ス末＝確茎該当者 
スポーツ健康課 内線561・562 

.
 
.
 .
 
.
 .
 
.
 
.
 
.
 
.
 
.
 
.
 
.
 
.
 
．
 ●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 ●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
・
 

◇募集分野 

〈芸術分野〉文学、美術、音楽、演劇、映画、舞踊、 

茶道、華道、書道、写真等 

〈学校教育分野〉絵画、版画、作文、俳句、論文等

学校教育の一環として行われているもの 

◇対象者 市内に住所を有する個人、または市内に

文化活動の本拠を有する団体 

◇対象となる大会等 平成16年 1月 1日から同年12 
月31日までに開催された全県規模の大会及び東北・

全国規模の大会で優秀な成績をおさめた個人及び

団体（詳細は生涯学習課へお間い合わせください）。 

◇推薦方法 生涯学習課にある所定の推薦用紙に必

要事項を記入のうえ、大会要項及び表彰状のコピ 

ーを添付し、お申し込みください。 

◇応募締切 平成17年 1月 5 日困 必着 

◇応募する褒賞 

(1）スポーツ功労賞 

(2）スポーツ指導者賞 

(3）スポーツ特別優秀選手賞（スポーツ特別優秀賞） 
(4 ）スポーツ優秀選手賞（スポーツ優秀賞） 

(5）スポーツ奨励賞 

◇対象者 

市民、本市出身者及び本市に所在する団体 

◇対象となる大会等 平成16年1月1日から同年12月 
31日までの間に開催された県大会以上の大会で優 

勝等をおさめた個人及び団体（詳細はスポーツ健康 

課へお問い合わせください）。 

◇推薦方法 スポーツ健康課にある所定の推薦用紙 

に必要事項を記入のうえ、大会要項及び表彰状の 

コピーを添付し、お申し込みください。 

◇応募締切 平成17年 1月 5 日困 必着 

1
1
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一
 

SI,成 I 6イi度市文化奨励賞該当者
了一 ～ H ／声一 ’「 生涯学習課 内線555 

農
業
・
自
営
業
な
ど
の
国
民
年
金
第
 

1
号
被
保
険
者
の
方
が
、
出
稼
ぎ
先
で

厚
生
年
金
に
加
入
す
る
時
は
、
必
ず
国

民
年
金
資
格
喪
失
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
の
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
0
 

◇
届
出
に
必
要
な
も
の
 

厚
生
年
金
資
格
取
得
証
明
書
ま
た
は

社
会
保
険
証
 

（
配偶
者
の
方
が
扶
養
に
つ
い
た
場

合
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
の
事
業
所

か
ら
社
会
保
険
事
務
所
へ
第
3
号
被

保
険
者
該
当
届
の
届
出
が
必
要
で
す
）
 

※
出
稼
ぎ
か
ら
戻
っ
た
と
き
も
国
民
年

金
資
格
取
得
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
政
課
 
内
線
3
5
5
 

●

1
2月
2
2日
困
 

1
1時
4
5分

、
1
3時
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
地
元
の
梅
で
作
っ
た
 

梅
漬
け
、
漬
け
物
、
お
と
う
ふ
、
ジ
 

ャ
ム
や
お
餅
な
ど
。
 
 

平
成
1
7年
度
第
1
学
期
（
4
月
入
学
）
 

「教
養
学
部
生
」
、「大
学
院
修
士
選
科
生
」
 

及
び

「大
学
院
修
士
科
目
生
」
の
学
生
 

を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
出
願
受
付
期
間
 

1
2月
1
5日
困
、
1
6年
2
月
2
8日
囲
 

※
教
養
学
部
、
大
学
院
と
も
に
入
学
者
 

選
考
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

◇
資
料
請
求
・
間
い
合
わ
せ
 

〒
鰯
ー
御
弘

前
市
文
京
町
1
 

弘
前
大
学
創
立
5
0周
年
記
念
会
館
内
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ

ー
 

※
募
集
要
項
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
資
料
 

請
求

・
出
願
でき
ま
す
。
 

詳
し
く
は
ht
tp『lw
w
wuー
曾r
a
c・J
p言
 

県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

平
成
1
7年
度
訓
練
生
募
集
 

公
0
1
7

2
(
3
6)
6
8
8

2
 

◇
募
集
科
名
（
4
科
）
 

・

電
子
機
器
科
 

・

製
版
科
 

・

事
務
科
 

・

作
業
実
務
科

（知
的
障
害
者
対
象
）
 

◇
定
員
・
期
間
 
各
科
1
0名
・
1
年
間

◇
募
集
期
間
 

1
2月
2
日
困
、
1
7年
1
月
1
2日
困
 
 

◇
入
校
選
考
日
 

・

電
子
機
器
科
／
製
版
科
／
事
務
科
 

1
7年
1
月
2
0日
困
 

・

作
業
実
務
科
 

1
7年
1
月
2
1日
国
 

◇
選
考
方
法
 
筆
記
試
験

（
国
語
、数

学
）
と
面
接
 

※
申
請
の
仕
方
や
詳
し
い
情
報
を
知
り

た
い
方
は
訓
練
校
ま
た
は
健
康
福
祉

課
障
害
福
祉
係
（
内
線
協
）
ま
で
。
 

県
立
弘
前
高
等
技
術
 

専
門
校
木
造
校
 

平
成

1
7年
度

生
募
集
 

◇
募
集
人
員
 
各
科
2
0名
 

溶
接
科
／
建
築
科
／
配
管
科
 

◇
募
集
期
間
 

1
7年
1
月
5
日
困
、
2
月
1
7日
困

◇
諸
経
費
 

入
学
金

・
授
業
料
…
無
料
 

教
科
書

・
作
業
服
代
…
1
0万
円
前
後

◇
訓
練
期
間
 
1
7年
4
月
、
1
8年
3
月

◇
応
募
資
格
 
離
転
職
者
な
ど
で
再
就

職
の
た
め
、
職
業
に
必
要
な
技
能
と

知
識
を
、
熱
意
を
持
っ
て
修
得
し
た

い
方
（
年
齢

・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）
 

◇
選
考
日
 
1
7年
2
月
2
4日
困
 

◇
選
考
方
法
 
作
文

・
面
接
 

◇
応
募
方
法
 
願
書
は
公
共
職
業
安
定

所
に
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
窓
口
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。
 



【スI)ップ事故防止の心構え】 

01割のスピードダウン 
冬道は危険がいっぱいです。スピードを控

えめにして、ゆとりのある運転をしましょ

う。 

〇2倍の車間距離 
冬道はスリップしやすいため、夏場の 2倍
以上の車間距離をとり、安全運転に努めま

しょう。 

03分早めの出発 
冬道は積雪で道路
が狭くなるため、 
交通渋滞が発生し

ます。 
イライラやあせり
で無理な運転をし
ないよう時間に余
裕を持ち、早めの
出発に心がけまし

よつ 0 

=＝こ 
' 

こ、、 

～う遣 
＝ー．ジ～く］●＝二
こ一．ーフ＝=＝ミべ二 

ミミミ奉三造球 
一～～ーーー、一一 

冬の交通安全県民運動 
12月11日（土）~12月20日（月） 

冬（勿鳳仰凹数富 
県立自然ふれあいセンター TELO1 72・62-4527 

J
滴
 

、
F

)
 

IIJ ⑨固ガイド～年末年始の犯罪・事故を防止しよう～ 五所川原警察署 
TEL35-2 141 

年末・年始は、侵入犯罪や金融機関・コンビニ
エンスストア等を対象とした強盗事件、すり、ひ
ったくり、恐喝などの犯罪のほか、降雪や凍結に
伴う交通事故の発生が心配されます。このような
時期の中、みなさんが安心して安全な新年を迎え
ることができるように、12月10日から来年1月 5 
日までの間、地域住民、自治体、防犯及び交通ボ
ランティア団体等と警察が協力して年末年始特別
警戒を実施します。 

1．犯罪の未然防止 
期間中は、 「金融機関対象強盗事件、すり、ひ

ったくり等年末年始に発生が予想される犯罪の未
然防止と取締り」 などを活動の中心として取組み
を推進していくこととしています。犯罪者は、み
なさんのスキを狙っています。しっかり防犯し、 

~ 犯罪を回避して明るく楽しい新年を迎えましょう。 

2．冬道のスリップ事故防止 
冬道の運転は、天候によって視界が悪くなった

り、急激に路面状況が変化したりと、様々危険が
潜んでいるため細心の注意が必要です。特に積雪・
凍結路面はスリップ事故が多発する傾向にありま
すので、次の点に注意し、冬道の安全な走行に心

がけましょう。 

子育ては地域のみんなの手こ二！ 

戸 五所川原市 

×？アミリーサボートセンター  

活動紹介 No.33 

合⑨⑨窃固含瞳 	I 
録喫念園電 

 

l 

 

左から小笠原駿くん（ 3歳）と七和保育園の保育士・
福士久子先生、提供会員伊藤身佳枝さん 

腰の具合が思わしくなかったお母さんは、駿く
んの事が心配で入院を戸惑っていました。「困っ
た時はお互い様ですから」と保育園の送迎を引き
受けてくれた伊藤さん。心強い言葉にお母さんも
安心したようです。福士保育士から託された駿く
んの後ろにお母さんの顔が想い浮かぶような活動
でした。 

随時会員募集 TEL35-8953 

◆運動の重点◆ 
飲酒運転の根絶
高齢者の交通事故防止
冬道の安全運転の推進 

五所川原市交通安全対策協議会 

忍たま三人組が困っている人を助けたり、行列
でのマナーやごみ捨てのルールを体験しながら学
んでいく 『忍たま・乱太郎のがんばるしかない
さ』、アニメ古典文学館『平家物語』、そして『日
本昔ばなし』より「にせ本尊」ほかをお楽しみく
ださい。 
◇日 時 12月25日田 10時～11時30分（無料） 

◇日 時】12月 5 日（日） 10時～ 
◇場 所】県民の森発珠山 

県立自然ふれあいセンター 
※参加無料。申込締切12月3日国、定員30名。 
昼食、太筆、 2B以上の鉛筆を持参し、野外活 
動にふさわしい服装でお越しください。 

ん
 

、 1

nノ〕
〔j
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国2 刷⑩ロ物鯛［ 細 
日 曜日 催 	物 開催 入場料 

大
 

ホ
」
 

ー
 
ル
 

に

J
 
 

日
  

第38回 
歳末助け合い芸術祭 

10 : 00 
前売500円
当日700円 

11 土
  

「原田幸一郎と仲間たち」 
クリスマスコンサート 18 : 30 

前売（全席指定） 
S席 3,000円 
A席 2,500円
学生席 500円 

12 日
  

爆笑スーパーライブ
綾小路きみまろ 

13 : 00 
前売（全席指定） 
S席 6,000円 
A席 4,000円 

19 日 さっき保育園お遊戯会 9 : 30 無 料 

23 木
  

映画「草の乱」上映会 14 : 00 

前売・当日 

一般 
1,300円・1,5叩円 

シニア・中高生 
1,000円・1,000円 

小
 

ホ
 
ー
 

ル
  

4
'
 
 

土
  

広田保育園お遊戯会 
Melody Carnival 2004 9 : 30 無 料 

7 火 平成16年分 
青色申告決算説明会 

10 : 00 関係者 
8 水 

12 日
  

クリスマス こども会
さかえ保育園 

9 : 30 無 料 

22 水 北五地域農業フオーラム 10 : 00 無 料 

23 木
  

クリスマスコンサート
ピアノ発表会 

14 : 00 無 料 

25 土
  

クリスマス お遊戯会
新宮団地保育園 

9 : 30 無 料 

※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 

I 

五所川原市市制5⑨周年記念公演

越寧吹雪物語 
～夢の中に君がいる～ 

2 月26日止） 

18時30分（開場18時
オルテンシア 

コンサートホーJレ 

越路吹雪】 

池畑慎之助（ピ 

草刈止雄 

高畑淳子 

長谷川稀世 ほか 

◇入場料 

ss席 5,500円 

S席 5,000円 

A席 4,500円 

（税込み、全席指定） 

◇チケット 
発売開始 12月15日困・営業開始時間 
オルテンシア 

ELMインフォメーション TEL 33-6275 
イオン柏Sc総合サービスカウンター 

TEL 25一3450 
中三五所川原店 	 TEL 34-3131 
五所川原市内郵便局 	TEL 34-3205 

鐸台設凋操作投衛論圏会地域学校職場こ勿活動に役立ち言ダ I 

オルランシアの舞台を担当している同スラージラツクのス5ツフか、大道具、照明、音響について
の実技を中心に基礎的葛技術指導を行いき弓o 

●1月 8日田～ 9 日（日） 9時30分～16時30分 オルテンシア 

※受講無料。動きやすい服装で、昼食持参。 
◇対象者 一般、高校生 

◇募集期間 12月 1日困- 17年1月 7日金 

●価格】500円（税込） 一ー ーー j 」‘ー一ーー ‘一ーー 一一’一ー一ー一一 ー ー‘ 

市役所 4 階企画課統計係（内線465）にてお買い求めできます。 

☆本体・・・スケジュール帳と都道府県・県内市町村の主要統計情報をコンパクトに収録（青森県市町 

村区画図、過去 5年間の天気模様、ふるさとの主な行事、年齢早見表など） 

☆分冊「ふるさと便利帳」・・・青森県の概要、主要統計、市町村紹介と議員名簿に県内温泉情報も追加 

しました！ 

☆使いやすい小型サイズ！…（縦13.5c mX8.0c m）カバーは緑色 

芽詔鱈秀中Jあ4th,,.-J あ＝山野いかがマ少か？ 

2@@5季『手功lz年ツ衝寺霧易屠手卿 

ふるさと交流圏民センター TEL33-21 11 

13 平成16年12月 1日 五所川原市役所 公35-2111 



あなたも 
作ってみませんか 

健康福祉課 内線234・236 

まき まき漬け 

1 人分】25kcaI 塩分0.4g 

材料（4人分） 

大 根 	160 g 	き“ 
青しそ 	4g 	し‘ 
茄で菊 	 20 g 	にI 
りんご 	 40g 

食 塩 	・小さじ 1/3 
甘 穀物酢 	・大さじ 2と2乃 

酢鮮会し * Ui'J' U4ノ2 

g
g
g
 

きゆうり 	 40 g 
しょうが 	8g 
にんじん 	 20 g 

/ 

× 

× 

	ノ 

Tーマ 

けか 
ケッキング④」 
五所川原市食生活改善推進員会 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

若山集会所 12月 3 日圏 13:00-14:30 

石畑集会所 12月 8 日水 10:30-11:30 

森の家 
12月 9 日（加 

10:00-12:00 

福岡公民館 13:00-14:30 

新宮集会所 
12月10日金 

13:00-15:00 

石岡保健協力員宅 13:00-15:00 

共栄集会所 12月14日因 11:10-12:00 

しきしまコミュニテイセンター 12月17日国 13:00-15:00 

成人の相談日 
健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の相

談等にも応じます。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家・保健センター 12月 8 日困 10 : 00- 12】 00 

みんなの健康教室 
◇日 時・・・12月24日金 13時～14時 

． ◇場 所・・・働く婦人の家・保健センタ1 3階ホール 

◇テーマ・・・頭部CT検査について 

◇講 師・・・横山義弘先生（白生会胃腸病院） 

◇主 催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のご案内（バス巡回） 
期 日 時 間 場 	所 

12月 8 日困 
9 :30 -12 :00 五所川原商業高等学校 

13 :30 -16 :00 青森県合同庁舎 

12月20日（月） 9 :30 -11 :00 JR五所川原駅 

~S素頑ば震撃葺 巨ョ’ 
月 日 曜日 医療機関名 住所 電 話 

12月 5 日 日
  

こどもクリニックおとも 
下り枝 8 
長内ビル 2 階 

39-2151 

12月12日 口
］
 
 

かねひらクリニック 旭町55-2 35-3167 

※ 1．対応時間（電話で確認）9 時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介廿34-4999）で紹介します。 

【作り方】 

①大根は7cmの桂むきにし、塩少々をふりかけてしんな 

りさせておく。 

②きゆうり・人参・しょうが・りんごを千切りにする。 

（りんごの千切りは塩水につけておく） 

③①にしその葉をしき、千切りにした材料すべてと菊を 

巻きすで巻く。 

④ 1口大に切り、器に盛り甘酢をかける。 

冷蔵庫の残り野菜も無駄なく活用しましょう0 
彩りを考えて巻くととてもきれいで弓o 

' 

第2回「介護者のつどい」 
参加者募集 

自宅で介護している方を対象に、健康増進やリ 

フレッシュ効果がある水中運動の体験と情報交換 

を行います。 

●12月 9 日困 9 時～14時 

市浦村「し～うらんど海遊館」 

（働く婦人の家・保健センターからバス送迎あり） 

◇参加費 約500円 

◇申込締切 12月 6 日（月） 

※参加にあたっての家族介護をサポートしますの 

で、ご相談ください。 

, 
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